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ヒューマンインタフェース、インタラクションデザイン、特別

特別支援学校での ICT 教育が進められていますが、生徒ごとにハンディキャップの内容や程度に
個人差があり、対象の活動に必要となる機材の種類も多様です。いくつかの機材は市販されてい
ますが、必ずしも現場のニーズに沿ったものが提供されているとは言えず高価です。

あくまで生徒の自発的な活動を起点としてシステムが可動することと、周囲の補助を最小限とする
ことをデザインのポリシーとしています。生徒が自分自身でコントロールしているという実感が沸
き、活動に対する満足度を向上することを目指します。
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